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0．は じ め に

TOEIC（TestofEnglishforInternational

Communication）は米国のETS（Educational

TestingService）によって，開発・制作される

世界共通の英語試験で，2014年には150カ国，

約700万人がTOEICを受験している。しかし，

日本では，2014年に240万人が受験しており，

また隣国の韓国では，約200万人が受験している

ので，日本と韓国で約440万人が受験しているこ

とになる。つまり，世界で約700万人の受験者の

うち，約 63％は日本と韓国が占めることにな

る（1）。

筆者は日本の大学生向けのTOEIC試験対策講

座を担当することがあるので，日本で出版される

TOEIC用の参考書や問題集はできるだけ目を通

すようにしている。すると，特に文法項目の説明

方法にばらつきや誤りに気付くことがある。その

原因として考えられるのは，参考書や問題集の著

者が大学院はおろか大学で英語を専門に勉強した

ことがなく，TOEICで高得点を取ったという事

実だけで執筆の機会が与えられていることがある

と思う。膨大な量のTOEIC参考書や問題集が出

版されているが，まさに玉石混淆という状態で，

学習者が自分で適切な参考書や問題集を選択する

のは極めて困難である（2）。

本稿では，特に2つの文法項目の説明方法につ

いて考察を試みたい。1つはbefore,afterが前

置詞なのか接続詞なのかという問題である。これ

は分詞構文においてbefore,afterが先頭に付い

た場合，特に問題になる。もう1つは仮定法現在

の文でthat節内の動詞が原形になる現象の説明

方法である。日本では，そして韓国でも，助動詞

shouldが省略されていると説明されることが多

いが，これは誤りである。

1．Before,Afterは前置詞なのか

接続詞なのか

筆者が大学生向けのTOEIC試験対策講座を担

当する際に，英文法の参考書として学生に推薦す

るものとして，小石裕子（2015）『改訂版TOEIC

TEST英文法 出るとこだけ』（アルク）がある。

文法項目の要所を173ページの中に収めている点

が良いと思う。しかし，問題点が無いわけではな

い。「従位接続詞＋分詞／形容詞」のセクション

で，「while/when/after/before＋ -ingは

アリ」（p.94）としたあとで，次のような説明を

している。

従位接続詞before/after＋ -edはNG（「主
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語＋本動詞」が必要）

前置詞before/after＋ -ingはOK

Thepackageshavetobeweighedbefore

packed.……×（従位接続詞）

Thepackageshavetobeweighedbefore

packing.……○（前置詞）（小石p.96）

著者は beforepackingの beforeを前置詞だと

判断しているが，なぜ前置詞なのか，その説明は

ない。さらに，次の練習問題の解説において，次

のような説明をしている。選択肢はそれぞれ�

unless�until�after�thereforeである。

AllKlimtInternetServices・contractsarefor

fiveyears（-----）otherwiseagreeduponat

theoutset.

接続詞�unless,�untilの後では「主語＋be

動詞」の省略がよく起こる。ここでは慣用表現

unlessotherwise-ed（他に～されていなけれ

ば）となる�が正解。�afterが接続詞なら

「主語＋be動詞」の省略は起こらないし，前置

詞なら後ろに名詞か動名詞が必要なので不適切。

（以下略）（小石p.106）

著者の説明の前提になっているのは，before,

afterは接続詞が付いた分詞構文に使われること

はなく，前例のbeforepackingは「前置詞＋動

名詞」である，という考えである。それでは，次

のようなwhile,unless,thoughとbefore,after

は何が違うのだろうか。著者はその説明をしてい

ない。

Workersshouldnotdrinkwhile［theyare］

usingcomputers.

Adultsarenotallowedunless［theyare］

accompaniedbyachild.

Injuriesatwork,though［theyare］rare

here,areoftenpreventable.（小石p.95）

小石が参照したと推測できる文献の中に，江川

泰一郎（1991）『英文法解説』（金子書房）がある。

これは筆者も学生時代から参照しているもので，

英語授業で文法項目を説明する際に活用している。

江川は「接続詞を加えた分詞構文」の説明におい

て，「接続詞を加えたものとも見られるし，接続

詞と分詞との間の「主語＋be動詞」の省略とも

見ることもできる」と述べている。

Whilestaying（＝Whilewewerestaying）in

Paris,wefellinwithapartyofSwisstour-

ists.

Whenspeaking（＝Whenhespeaks/is

speaking）English,heoftenmakesgram-

maticalmistakes.

Whileresembling（＝Whileheresembles）

hisfatherinappearance,hehasinherited

muchfromhismotherincharacter.（江川p.

345）

さらに江川は「副詞節における省略」の説明にお

いて，「主語＋be動詞の省略は，時・条件・譲歩

などの副詞節に見られる」と述べ，次のような例

文を挙げている。

When（Iwas）achildIhadahabitofblink-

ingmyeyes.

Ioftengetgoodideaswhile（Iam）shaving.

They began todanceasif（they were）

charmedbythemusic.（江川p.403）

TOEIC問題における文法項目の説明方法について

38



このように，時・条件・譲歩などの副詞節に，接

続詞の付いた分詞構文があることを指摘している

が，before,afterに関しては次のように述べて

いる。

「時」の接続詞でも afterや beforeに動詞の

-ing形が続くと，その ～ingは動名詞で，

afterとbeforeは前置詞になる。

Givemeakissbeforegoingtobed（＝before

yougotobed）.（江川p.405）

しかし，英文法の権威である江川も「なぜ be-

fore,afterは前置詞なのか，なぜ-ing形は現在

分詞でなく動名詞なのか」を説明していない。

一方，小石や江川とは異なる論調の文献として，

綿貫陽（2000）『徹底例解ロイヤル英文法・改訂

新版』（旺文社）がある。これは大学入学試験の

ために英語を勉強する高校生に支持され，英語教

員も参照する英文法書である。綿貫は分詞構文の

説明において，次のように述べている。

Afterhavingfinishedhishomework,Jack

wentouttoplaybaseballwithhisfriends.

のような文では，afterには接続詞も前置詞も

あるので，前置詞と解すればhavingは動名詞

である。（綿貫p.522）

このように綿貫はafterを前置詞と断定せずに，

もし前置詞と解釈するならばhavingは動名詞に

なると述べている。

さらに，これも小石や江川とは異なる論調の文

献であるが，比較的新しい文法書として，宮川幸

久・林龍次郎［編］（2010）『要点明解アルファ英

文法』（研究社）がある。

文に対する分詞の意味を明確にするために，分

詞の前に接続詞が用いられることがある。この

場合，�接続詞＋主語＋be動詞＋現在分詞�の

�主語＋be動詞�が省略されたものとも考えら

れる。

Hemadeanaccidentaldiscoverywhileex-

perimentingwithanewmaterial.

Aftersettingthetimetoseeamoviethe

nextSunday,theywenthome.

Idon・thavetheconfidencetopersuadehim,

thoughhavingsaidthat.

Ifusedcorrectly,lightscanmakearoom

looklarger.

Waithereuntiltoldtocomein.（宮川幸久・

林龍次郎［編］p.545）

このように，この文法書では Aftersettingの

Afterを接続詞，settingを現在分詞と解釈して

いる。他方，江川はafter,beforeを前置詞と断

定している。両方とも，その判断の根拠となる説

明が不足しているので，どちらか片方に軍配をあ

げるのは不可能である。

筆者は文法解釈に行き詰まった場合，最終的な

拠り所としているのは Quirketal.（1985）A

ComprehensiveGrammaroftheEnglishLan-

guage（Longman）である。これは1779ページ

に及ぶ，20世紀最大かつ最良の英文法書と評さ

れているものである。筆者の場合，大学院の英文

法の授業の教科書がこれであった。そしてQuirk

etal.（pp.1005�6）には，次のような記述がある。

After,before,andsince（subordinatorswith

finiteclauses）differfrom subordinators

suchaswhenorwhileinthattheyarefol-

lowedby-ingclausesbutnotby-edclauses

TOEIC問題における文法項目の説明方法について
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orverblessclauses:

Hetookashower（before/after）returning

home.

Sincemovinghere,Ihavefeltmorere-

laxed.

Thesethreealsodifferfrom thesubordina-

torslistedabove［although,asif,asthough,

evenif,if,once,though,unless,until,when

（ever）,whether...or,while,whilst］inthat

theyallowasubjectinthe-ingclause:

Sincemycominghere,lifehasbecome

morecomfortableformyparents.

Thedifferencesuggeststhatafter,before,

andsincearebetterclassedwithpreposi-

tionssuchasonandthrough（bothofwhich

permitasubjectinthe-ingclause）rather

thansubordinators:

Hetookashoweronreturninghome.

Throughmycominghere,lifehasbecome

morecomfortableformyparents.

この説明の中に重要なポイントは3つある。�

After,beforeがwhen,while等と異なるのは，

動詞の-ing形は従えるが-ed形は従えない。�

After,beforeがwhen,while等と異なるのは，

動詞の-ing形に主語を付けることができる。�

この相違点は，after,beforeは従位接続詞とし

てではなくon,through等のような前置詞とし

て分類する方が良いことを示唆している。

冒頭にあげた小石の記述をもう一度見てみよう。

「従位接続詞＋分詞／形容詞」のセクションで，

「while/when/after/before＋ -ingはアリ」

（p.94）としたあとで，次のような説明をしてい

た。

従位接続詞before/after＋ -edはNG（「主

語＋本動詞」が必要）

前置詞before/after＋ -ingはOK

Thepackageshavetobeweighedbefore

packed.……×（従位接続詞）

Thepackageshavetobeweighedbefore

packing.……○（前置詞）（小石p.96）

小石は Quirketal.（pp.1005�6）にある�のポ

イントはカバーしている。しかし，�と�のポイ

ントをカバーしていないので，なぜpackingの

前のbeforeが前置詞なのか不明である（小石の

場合は，なぜpackingが現在分詞でなく動名詞

であるのかの説明が必要だった）。さらに，

Quirketal.が after,beforeを前置詞と断定し

ていないことも重要である。江川（p.405）のよ

うに前置詞と断定することは正しくないと思う。

根拠を述べて「従位接続詞としてよりも前置詞と

して分類する方が良い」とすべきだろう（3）。

2．仮定法現在はshouldが省略されて

いるのか

日本でTOEICを実施する「国際ビジネスコミュ

ニケーション協会」が発行する『TOEICテスト

新公式問題集 Vol.2』の TOEIC練習テスト�

ReadingTest（Part5）Question138に次のよ

うな問題がある。

Itisimperativethatcomputerpasswords

（-----）keptconfidential.

この文に対して，選択肢�were�be�being

�hadbeenがあり，この問題に対する公式問題

集の解説は次のようになっている。

TOEIC問題における文法項目の説明方法について
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�Itis＋形容詞＋that～�の文では，形容詞に

imperativeのような「必要性」，「重要性」な

どを表す語が来ると， that以下の部分で

shouldが省略され，動詞の原形がそのまま使

われることがある。よって�のbeが適切。（p.

129）

Theseniorprojectmanagerwillbeon-site

nextThursdayandhasrequestedthatthe

editors（-----）himinhisofficeat9:30A.M.

この文に対して，選択肢�meet�met�have

met�willmeetがあり，この問題に対する韓

国公式問題集の解説は次のようになっている。

これを翻訳すると「解説：ask,require,request,

insist,suggest,recommendのように主張，提

案，要求の動詞の次のthat節では，shouldが省

略され，動詞原形を使う。したがって正解は�

meetである」となる。したがって，日本でも韓

国でも公式問題集の解説においては，shouldが

省略されていることになっている。

それでは前節で言及した小石裕子（2015）『改

訂版TOEICTEST英文法 出るとこだけ』（ア

ルク）はこれをどのように解説しているだろうか。

Oneoftheconditionsincludedinthecon-

tractrequiresthatthepriceofmaterials

（-----）renegotiatedinfiveyears.

この文に対して，選択肢�be�is�wouldbe

�areがあり，これを次のように解説している。

要求・主張・提案を表す動詞の後のthat節で

はshouldを省略するルールを基に，原形の�

beを選ぼう。（小石p.77）

このように小石は「要求・主張・提案を表す動詞

の後のthat節では shouldを省略するルール」

があると述べている。そして今回も残念ながら，

なぜshouldを省略するのか，その理由を述べて

いない。しかし，前節とは異なり，この理由を説

明することは絶対に不可能である。なぜなら，こ

の that節に shouldは最初から存在せず，省略

されているのでもないのだから。

小石が参照したと推測できる文献の中に，

RaymondMurphy（2012）EnglishGrammarin

Use（CambridgeUniversityPress）がある。こ

れは大学の英文法授業でテキストとして使用され

ることもあるが，筆者の場合は社会人向けの英語

クラスで教科書として使用したことがある。

RaymondMurphyは Unit34should（p.68）

の説明において，次のように記述している。

［A］ Youcanuseshouldafter:insist,rec-

ommend,suggest,demand,andpropose.

□Iinsistedthatheshouldapologise.

TOEIC問題における文法項目の説明方法について
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他方，韓国でTOEICを実施するYBM Korea

TOEICCommissionが発行する公式問題集『

LC＋RC1200』（TOEIC

定期試験既出問題集LC＋RC1200）の （既

出）Test（05）ReadingTest（Part5）Question

125に次のような問題がある。

：ask,require,request,insist,suggest,

recommend

that should

�meet （p.

170）



□Doctorsrecommendthateveryoneshould

eatplentyoffruit.

□Whatdoyousuggestweshoulddo?

□Manypeoplearedemandingthatsome-

thingshouldbedoneabouttheproblem.

Also・It・simportant/vital/necessary/essen-

tialthat...should...・

□It・sessentialthateveryoneshouldbehere

ontime.

［B］ Youcanalsoleaveoutshouldinthe

sentencesinSectionA.Soyoucansay:

□It・sessentialthateveryonebehereon

time.（＝...thateveryoneshouldbehere）

□Iinsistedthatheapologise.（＝ ...thathe

shouldapologise）

□Whatdoyousuggestwedo?

□Manypeoplearedemandingthatsome-

thingbedoneabouttheproblem.

Thisform（be/do/apologiseetc.）iscalled

thesubjunctive.

この説明の中で特に重要なのは Youcanalso

leaveoutshouldinthesentencesinSectionA.

という記述である。この文だけ読むと，「通常は

shouldがあるが，場合によっては shouldを省

略することもできる」とも解釈できる。この誤解

を解く1つのヒントになるのが，例文において

apologizeがapologiseというイギリス英語の綴

りになっていることである。実は，Raymond

Murphy（2012）EnglishGrammarinUse（Cam-

bridgeUniversityPress）はイギリス英語の文

法を解説した本なのである。

ところで RaymondMurphyは William R.

Smalzerと共著で2009年にGrammarinUseIn-

termediate:Self-studyreferenceandpracticefor

studentsofNorth American English（Cam-

bridgeUniversityPress）というアメリカ英語

の文法を解説した本も出版している。彼らは

Unit32Subjunctive（Isuggestyoudo）（p.64）

の解説において，次のように記述している。

［A］ Studythisexample:

LisasaidtoMary,・Whydon・tyoubuy

someniceclothes?・

LisasuggestedthatMarybuysomenice

clothes.

Inthisexample,buyisthesubjunctive.The

subjunctiveisalwaysthesameasthebase

form（Ibuy,hebuy,shebuy,etc.）

［B］ Weusethesubjunctiveafterthese

verbs:demand,insist,propose,recommend,

andsuggest.

□Iinsistedhehavedinnerwithus.

□ThedoctorrecommendedthatIrestfora

fewdays.

□John demandedthatLisaapologizeto

him.

□WhatdoyousuggestIdo?

Wealsosay,・It・sessential/imperative/im-

portant/necessary/vital（that）something

happen.・

□It・sessentialthateveryonebeatworkby

9:00tomorrowmorning.Noexceptions.

□It・simperativethatthegovernmentdo

somethingabouthealthcare.

前掲書と大きく異なるのはshouldに関してまっ

たく言及していないことである。 もちろん

shouldを省略しているとも述べていない。なぜ

イギリス英語の解説ではshouldが省略できるよ

TOEIC問題における文法項目の説明方法について

42



うに書いてあるのに，アメリカ英語の解説には

shouldが登場しないのだろうか。

前節と同様に，小石は江川泰一郎（1991）『英

文法解説』（金子書房）も参照したと推測できる。

江川は「仮定法現在」の説明において，次のよう

に述べている。

次の用法は �米�では普通である。�英�でも

次第に使われるようになっているが，should

を使うほうが多い。

提案・勧告・要求などを表す動詞に続くthat

節で：advise,ask,demand,insist,move,pro-

pose,recommend,request,require,suggest.

Mr.Chairman,Iproposethatwetakeavote

onthatnextweek.

Cf.Iproposethatweshouldtakeavoteon

thatnextweek.�英�

Isuggest（that）wenotjumptoconclusions.

�notの位置に注意�

Incaseofmydeath,Idesirethatthisinsur-

ancebepaidtomywife.（江川p.250）

江川の説明の「�米�では普通である。�英�でも

次第に使われるようになっているが，shouldを

使うほうが多い」だけを読むと，that節内で動

詞の原形を使う「仮定法現在」は新しい用法で，

アメリカでは広く使われ，イギリスでも使われ始

めていると解釈できてしまう。江川だけでなく，

綿貫陽（2000）『徹底例解ロイヤル英文法・改訂

新版』（旺文社）も「仮定法現在」の説明におい

て，次のように記述している。

仮定法現在は，条件文などでは今は古い慣用的

表現か，形式ばった格調高い文体でしか用いら

れないが，次に示すようなthat節中では，特

に �米�で多く用いられる。この用法は �英�

でも見られるようになってきているが，�英�

ではshouldを用いることも多く，仮定法現在

は改まった文体で用いられることが多い。（綿

貫p.557）

ここでも綿貫の言う「この用法は �英�でも見ら

れるようになってきている」だけ読むと，that

節内で動詞の原形を使う「仮定法現在」は新しい

用法のように解釈できてしまう。しかし，綿貫の

言う「条件文などでは今は古い慣用的表現か，形

式ばった格調高い文体でしか用いられない」とい

う部分は重要である。そもそも「仮定法現在」と

は何なのか。

まず，仮定法現在は条件文などで用いられる。

どれも古風で形式ばった表現で，アメリカ英語に

多く，イギリス英語では動詞原形の前に助動詞

shouldが用いられる。

Ifanypersonbefoundguilty,heshallhave

therightofappeal.

Whateverbethereasonsfortheiraction,we

cannottoleratesuchdisloyalty.

ThePresidentmustrejectthisproposal,lest

itcausestrifeandviolence.

また，仮定法現在は要求や提案を表す文の

that節内において用いられる。これもアメリカ

英語に多い用法で，イギリス英語では動詞原形の

前に助動詞shouldが入る。

Theyrecommendthatthistaxbeabolished.

Itisappropriatethatthistaxbeabolished.

Wewerefacedwiththedemandthatthis

taxbeabolished.

TOEIC問題における文法項目の説明方法について
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そして動詞原形だけを使う仮定法現在と助動詞

shouldを使う用法のどちらが古い用法かという

と，もちろん仮定法現在である。アメリカ英語の

用法はshouldが省略されているのではなく，古

い動詞原形だけを使う用法が残っているのである。

これに対して助動詞shouldを入れる用法は新し

いものである。筆者はこのことを大学時代に英語

史の授業で学んだ。

英語の歴史を古期英語（OldEnglish），中期

英語（MiddleEnglish），近代英語（Modern

English）に分けると，古期英語は450年頃から

1100年頃までのアングロ・サクソンの時代，中

期英語は1100年頃から1500年頃までのノルマン

人征服後の時代，近代英語は1500年頃から今日

までの時代になる。仮定法（接続法ともいう）は

古期英語において広く用いられていた。ところが

中期英語の時代になると，仮定法に代わって直説

法や助動詞を用いる傾向がでてきたが，まだ仮定

法も広く用いられていた。古期英語と同様に中期

英語でも，要求や提案を表す文の従属節内におい

て動詞原形が仮定法現在として用いられた。とこ

ろが近代英語になると，仮定法に代えて直説法や

助動詞を用いるほうが多くなった。イギリス英語

において，仮定法現在の代わりにshouldを用い

るのが主流になったのは近代英語以降だと推測で

きる（4）。

つまり，アメリカ英語の仮定法現在の文は

shouldが省略されているのではなく，古期英語

から存続する古い表現であり，イギリス英語の

shouldの用法や直説法は中期英語から広まり近

代英語に主流になった新しい用法なのである（5）。

Theemployeeshavedemandedthatthe

managerresign.�米�仮定法現在

Theemployeeshavedemandedthatthe

managershouldresign.�英�

Theemployeeshavedemandedthatthe

managerresigns.�英�直説法

日本や韓国の公式問題集だけでなく，市販の

TOEIC問題集や参考書の多くが「仮定法現在の

that節にはshouldが省略されている」と記述し

ているが，これは誤りである（6）。

3．お わ り に

本稿ではTOEIC問題における文法項目の説明

方法について，�before,afterは前置詞なのか

接続詞なのかと，�仮定法現在にshouldは省略

されているのか，という2点について考察した。

TOEIC問題集や参考書の著者が説明不足である

こと，文法事象を誤解していることが明らかになっ

たと思う。日本におけるTOEIC受験者は今でも

増加傾向にある。これからも多数の問題集や参考

書が出版されると予測されるが，同時に出版物が

淘汰され洗練されることも期待したい。

（1） 日本でTOEICを運営する国際ビジネスコミュ

ニケーション協会（IIBC）が発行する「TOEIC

プログラムDATA&ANALYSIS2014」による

と，日本における TOEIC受験者は，2011年に

227万人，2012年に230万人，2013年に236万

人と年々増え続けている。しかし，韓国でTOE-

ICを運営するYBM KoreaTOEICCommission

によると，韓国におけるTOEIC受験者は，2011

年に 211万人，2012年に 209万人，2013年に

207万人と年々減少傾向にある。この背景につい

ては SeanChung（2014）・TOEIC:NoMore

GoldStandardinAssessingEnglishProficien-

cy,・（http://koreabizwire.com）が参考になる。

（2） 比較的評判の良いとされる著者のTOEIC参考

書にも明らかに誤りと気付くものがある。例えば，

成重寿（2014）『TOEICTEST英文法 スピード
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�注�



マスター』Jリサーチ出版（p.74）には次のよう

な記述がある。

・接続副詞：文と文を接続する。文法的には

文全体を修飾する副詞である。

Wehavealreadyworked12hours,so

let・scallitaday.

このsoは副詞ではなく，等位接続詞である。

（3） 筆者が2002年に出版した『TOEICTest「速

効！」語法・文法ワークブック』マクミラン（p.

53）では，Californiaofficialssaidtheyare

beefingupsecurityatthestate・ssuspension

bridgesafter（-----）athreattodestroyoneof

them.という文に，選択肢�receive�receiv-

ing�received�receiptがある問題で，次の

ような解説をした。

空欄の前のafterは前置詞と接続詞の両方の

用法があります。接続詞ならば，afterthey

receivedathreatとすることも可能ですが，

選択肢の中にtheyreceivedはありません。

1つ考えられるのは，接続詞の残された分詞

構文と解釈し，現在分詞のreceivingを選択

することです。あるいは，このafterを前置

詞と解釈し，前置詞の目的語になる動名詞の

receivingを選択することもできます。どち

らの解釈でも正解は�になります。

このように接続詞と前置詞の両方の解釈ができる

可能性を残しておいた。

（4） 仮定法（接続法）の歴史に関しては，大槻博・

大槻きょう子（2007）『英語史概説』燃焼社（pp.

177�82）を参考にした。また，これは私見である

が，フランス本国のフランス語よりもカナダのケ

ベック州で使われるフランス語のほうが古いこと

もこれと関係していると思う。英語でもフランス

語でも，新大陸に移民した人々のほうが古いもの

を大切にしているようだ。

（5） 仮定法現在の説明に関しては，Quirketal.

（1985）AComprehensiveGrammaroftheEng-

lishLanguage（Longman）を参照した。例文も

同書（pp.155�58,1012�14）から抜粋した。

（6） 仮定法現在の that節には shouldが省略され

ていると誤解している人が多いので，南出康世

［編］（2014）『ジーニアス英和辞典』大修館書店

（p.1928）には，次のような記述がある。

［「should＋動詞の原形」と仮定法現在］米

英を問わず仮定法現在（動詞の原形）を使う

方がふつう。仮定法現在はshouldの省略と

よく言われるが，歴史的にはまったく逆で，

shouldは後に加えられたもの。

このように「shouldの省略」は「都市伝説」の

ようなものになっている。
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